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イネ科植物の光依存的抵抗性発現における光合成経路の役割に関する研究 















さらに、この様な DCMU の抑制効果は、Try の前駆体である Trp の存在下では部分的ではあるが打
ち消された。以上の結果は、変異イネにおける Try 経路を介した光依存的抵抗性発現に葉緑体におけ
る光合成経路が深く関与していることを示した。 








(3) 野生型イネ (品種: 朝日) をいもち病菌接種後、光照射下に保つと褐点病斑形成を伴った抵抗
性が誘導された。また、いもち病菌接種葉では褐点病斑形成に有効な濃度の Try が蓄積していた。し
かし、DCMU 前処理葉では、光依存的な抵抗性発現は抑制され、いもち病斑が形成された。このよ
















ける光合成経路が重要な役割を果たしている。特に 2) 葉緑体から供給される Trp やフェニルア
ラニンなどの芳香族アミノ酸は感染組織における Try 経路やフェニルプロパノイド経路の持続
的発現の重要な因子として働いている。一方、3) 葉緑体での光合成活性の増大は、活性酸素種
の 1 つである過酸化水素の消去剤であるカタラーゼ活性も低下させる。その結果、Try 酸化等に
より生成された過酸化水素により、急激な細胞死が誘導され、いもち病菌の感染は停止すると考
えられた。 
上記の「光依存的抵抗性」に関する研究業績は、植物の病害抵抗性機構の解明という植物病理
学の重要課題の解明に寄与する新知見であり、博士（農学）の学位を与えるに十分な価値を持つ
ものと判定した。 
 
 
